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子 どもた ちが多様 な文化 に気付 き,受 け とめ る力 を

育 て る総合 的 な学習 の時 間にお ける授 業 の工夫
―第 5学年国際理解教育の取り組みを通して一

広島市立真亀小学校教諭  平 松  嘉  浩

研究の要約

在籍校においても近年外国か らの転居者 も増え,転入児童 も増加
している。国際理解教育の必要性 を強 く感 じる中,学校全体での取
り組みが必要になってきた。

『 小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』 には,「世
界中には多様な考え方や価値が存在す ることを実感できるよ うな場
面,それを解決す る方法を考えた り,討論 した りす る学習を設 ける」
とある。 この内容 を踏 まえて,国際理解教育が 目指す 「異文化や異
なる文化をもつ人々を受容 し,共 生することのできる態度・能力,自
らの国の伝統・文化に根 ざした自己の確立,自 分の考えや意見を自ら
発信 し、具体的に行動することのできる態度・能力を育てる」ために ,

参カロ型学習を取 り入れ,教科や行事等の関連 を図つた総合的な学習
の時間の授業の工夫 を第 5学年で研究する。

キー ワー ド :国際理解教育,総合的な学習の時間,国 際理解 ,

参加型学習,ワ ークシ ョップ



I 問題の所在

在籍校においても近年外国からの転居者も増え,

転入児童も増加 している。国際理解教育の必要性

を強く感 じる中,学校全体での取 り組みが必要に

なってきた。

『 学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』

によると,「 グローバル化が一層進む中で,横断的

・総合的な課題 として国際理解を扱い,問題の解

決や探究活動を通 して取 り組んでいくことは,意
義のあることである。その際には,広 く様々な国

や地域を視野に入れ,外国の生活や文化を体験 し

慣れ親 しむことや,衣食住 といつた日常生活の視

点から, 日本との文化の違いやその背景について

調査 したり追究したりすることが重要である。」「ま

た, 日本 と諸外国との関係について学ぶ際に,例
えば地球温暖化や食料の輸出入の問題のように ,

価値が対立する問題に出会 うことがある。そのよ

うな問題を積極的に生かして,世界中には多様な

考え方や価値が存在することを実感できるような

場面を設定することも考えられる。また,それを

解決する方法を考えた り,討論 した りする学習を

通して,国際間の協調の重要さや難しさについて,

考える機会を設けることも想定できる。」
°

と述べ られている。 このような状況を踏まえ,こ
れからの国際理解教育の必要性を強く感 じる中,

教科や行事等の関連を図つた,学校全体での取 り

組みが必要になつてきた。

Ⅱ 研究の目的

総合的な学習の時間の単元の展開では,「世界中

には多様な考え方や価値が存在することを実感で

きるような場面を設定すること」
か
とあることを踏

まえて,外国の文化の違いを探究 し,平和記念公

園で外国の方と交流する学習活動を計画 した。

「異文化や異なる文化をもつ人々を受容 し,共
生することのできる態度・能力,自 らの国の伝統

・文化に根 ざした自己の確立,自 分の考えや意見

を自ら発信 し,具体的に行動することのできる態

度・能力を身に付けることができるようにすべき

である」"と 述べてあることからも,外国文化の多

様性に気付き,違いを受けとめるとともに,大切

にしていこうとする児童を育成するために,教科

や行事等の関連を考え,参加型学習や ワークショ

ップを取 り入れた第 5学年の授業の工夫を研究す

ることとする。

Ⅲ 研究の方法

総合的な学習の時間において,子 どもたちが多

様な文化に気付き,受 けとめる力を育てるための

授業の工夫を第 5学年国際理解教育の取 り組みを

通 して研究授業を行い,その結果について考察 し

まとめる。

Ⅳ  研 究 の 内 容

1 国際理解教育について

国際社会で求められる態度・能力について,『初

等中等教育における国際教育推進検討会報告』に

よると,「国際化した社会において,我が国の子ど

もたちが自立した個人として,いきいきと活躍で

きるよう,初等中等教育段階においては,すべて

の子どもたちが,異文化や異なる文化をもつ人々

を受容 し,共生することのできる態度・能力, 自

らの国の伝統 。文化に根ざした自己の確立,自 分
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の考えや意見を自ら発信 し,具体的に行動するこ

とのできる態度・能力,を身に付けることができ

るようにすべきであると考える。多様な人々との

日常的な交流が拡大する中にあっては,異文化や

異なる文化をもつ人々を理解するだけでなく,理
解 した上で,それ らを受容 しながら共生すること

のできる力が重要となる。」
°

と述べられている。

そこで自分を見つめ直 し,お互いの自分らしさ(こ

こでは自分の文化 と呼ぶ)を受け入れ,次に多様

な異文化 (生活・習慣・価値)と 自分の文化を比

べることによって,それ らの多様な文化に「気付

かせ」,違いを違いとして認識 し認めようとする「受

けとめる」力を育てようと考えた。これは, 自分

な りの判断基準をもち,国際化 した社会の中で生

きる個人 としての価値観を形成 していく基礎にな

ると思つたからである。また,「他者 とのかかわり

を通 して問題を解決 し,葛藤や対立を乗 り越えて

よ りよい人間関係 を作 り出そ うとする態度や能

力」
つ
は国際教育が目指す態度・能力の基礎になる

と考える。本研究では,こ のような力を育成する

ため参加型学習を授業に取り入れることとした。参

加型学習については先行事例によると,「学習過程

で教師と学習者が対話を行い,身近な事柄を学習者が

問題化し,それを教師と学習者がともに学び,必要があ

れば教師は学習者の問題発掘・認識をより意味のある

ものとするため,きっかけづくりを行うのである。」また,

「参加・体験 。ネッ トワーク・対話・問題解決・社

会的行動といった言葉で特徴付けられる学習形態

は,ロ ールプレイやシミュレーションといった心

理学の理論を応用 したゲームやアクティビティー

を基本 とし,学習者主体の活動を学習の中心に据

えた教育方法である。」と
°
述べてある。このことから

も異文化体験の少ない教師が国際理解教育を進める

に当たって,教師 と学習者がともに学び合いなが

ら進めていこうとする参加型学習は,有用な手だ

ての一つではないかと考える。 さらに,子 どもた

ち自らが気付き,受 けとめ,判断するといつた 3

つの学習活動を計画することで,つ なが りのある

ねらいをもたせた学習プロセスを構成することで

広が りと深まりをもつた学習を展開していこうと

考えた。

2 総合的な学習の時間の

年間指導計画 と評価

本研究では,他教科や行事等との関連を図つた,

第 5学年の総合的な学習の時間の年間指導計画を

作成 した。(表 1)そ して,育てたい子ども像や『学

習指導要領解説 総合的な学習の時間』の目標か

ら,評価規準を作成 し,みつける (課題発見力)・

とらえる (も のの考え方)。 かかわる (課題解決力)

・ふ りかえる (生き方を考える力)の 4つ とし,

この中に「外国について知ろう」 と題 した中単元

を設定した。そして 3つの主な学習活動を計画 し,

それぞれ 「気付 く」「受けとめる」「判断する」と

いった,ね らいをもたせた授業の構成を考えた。

(1)第 5学年の総合的な学習の時間における年間

テーマ

「ぼくらは小さな地球人。ぼくらにできること

は何だろう」

(2)単元設定の理由

高学年 となった児童は,英語科の学習に意欲的

に取 り組む中で,外国に対する強い関心をもち始

めている。また外国籍の友達の増加などから,異
文化理解が不可欠 となつてきている。そこで,外
国の文化の違いを探究 し,平和記念公園で外国の

方 と交流する学習活動を計画 した。その学習活動

を通 して,外国の文化の多様性に気付き,違いを

受けとめるとともに,大切にしていこうとする児

童を育成 していきたいと考え,本単元を構成 した。

(3)単元目標

○ 異文化を知 り,自 分を振 り返 り見つめ直す

4)

5)

6)

上掲書 2)
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広島県教育センター『参加型学習を取 り入れた国際理解教育に関する研究』2003年



ことで,他人を思いや り協同することが大切

であることに気付く。

○ 多様な文化や考えを知 り,お互いに深い関

心をもち,尊重 し合 うとともに,違いを受け

表 1第 5学年 総合的な学習の時間年間指導計画

とめ,自 分の考えや思いが言えるようにする。

○ 自分 と地域社会 とのかかわ りを考えなが ら,

自らかかわろ うとする。

表 2 総合的な学習の時間第 5学年単元計画
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3 研究授業について

(1)「外国について知ろう」

ア 題材名「わた しのまわ りにある多様な文化」

(ア)本時のねらい

自分のまわ りにも,い ろいろな文化があること

を知 り,知 らない うちに多様な文化と共生 してい

ることに気付くことができる。

(イ)授業の工夫

自分のまわ りにも,い ろいろな文化があること

を知 り,知 らない うちに多様な文化と共生 してい

ることに気付かせ るために, 児童が自ら参カロし,

グループの相互作用の中で学び合 うワークショッ

プを取り入れた授業を計画した。

図 1に示 した通 り私の文化シー トを用いて,自

分のもつ文化を比較することにより,ク ラスの中

での文化も多様であることに気付くことができる

ようにし,それぞれの文化が生まれた理由を考え

る学習 とした。 ここで,文化には様々な位置付け

があるが,哲学 。芸術・科学・宗教というよりも,

児童に身近な生活習慣や慣習を「自分たちの文化」

ととらえて学習 した。

(ウ)児 童の様子

児童たちは,友達 と文化を比べることで,自 分

たちにはそれぞれ 「自分の文化」があることに気

付き,そ して友達との違いを受けとめようとして

いた。この授業において,児童は,「 自分のまわり

も,い ろいろな文化があることを知 り,知 らない

うちに多様な文化と共生 していることに気付 くこ

とができた」と考える。

イ 題材名「レヌカさんの学び」

(7)本時のねらい

レヌカさんの異文化体験を通 して,自 分の中に

ある「思い込み」「偏見」に気付き,それぞれの国

の文化を尊重 しようとする意識をもつことができ

る。

(イ)授 業の工夫

登場人物のレヌカさんはネパール人の女性教師

である。 日本に研修中に感 じた文化 と,母国で感

じている文化を知ることで,ね らいに迫 りたいと

考えた。児童が自ら参加 し,グループの相互の学

び合いを促すワークショップを取 り入れた授業を

計画した。

活動としてまず,図 2の ようなたくさんのカー

ドを「レヌカさんが 日本にいた時のことでしょう

か,母国ネパールにいた時のことで しょうか ?」

とい う視点で仲間分けをさせる。そ して, レヌカ

さんからの手紙から,そ の概念のとらえ方を知る

ことにより,文化の違いが生 じる背景を理解 し受

けとめることができるように学習を進めていった。

(ウ)児 童の様子

児童は文化の違いに驚いた り, 日本の文化をも

う一度確かめた りして,文化が違つていても,そ
れを受けとめようとしていたように思 う。このこ

とからも,異文化について知ることで, 自分の中

にある思い込みや偏見に気付き,それぞれの国の

文化を尊重 しようとする意識をもつことができた

と考える。
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図 2 レスカさんの学びカー ド

ウ 題材名「 2頭の馬」

0 本時のねらい

対立する場面を想定 し,お互いが最も納得でき

るような問題解決の方法を考えることができる。

(イ)授 業の工夫

この授業では,ワ ークションプや口~ルプレイ

の手法を取 り入れた。 このロールプレイは,対立

場面の状況を明確にさせた り,問題解決への思考

を深めさせた りするために,与 えられた役柄 (ロ

ール)を演 じ,主題に対する思考を深めさせたり,

その後の話 し合い活動の課題を明確にさせた りし

て,課題についての理解を一層深めようとする手

法である。対立場面の状況を明確にさせた り,問
題解決への思考を深めさせた りするために取 り入

れることとした。次に図 3の ような絵を使い,エ
サを食べたい 2頭の馬が,ひ もで結ばれている。

馬はこの後 どうなったかを考えさせ, 2頭の馬の

問題点に気付き,よ りよい解決方法を見つけさせ

ようとする問題解決の学習を行つた。

(ウ)児 童の様子

お互いが納得する解決方法を考えている児童が

多くいた。また,相手を意識 しながら,自 分は我

慢 した り,譲った りしようとする児童も多く見ら

図 3 2頭 の馬の絵カー ド

れた。 このように,対立場面でのお互いが納得す

る解決方法は,必ず しも自分が利益を受けるとは

限らないが,相手を受けとめ,そ して大切にして

いこうとする態度は,国際理解教育の基盤 となる

ことからも,今回の授業は,ね らいに迫る成果が

あつたと考える。

V研究のまとめ

1 研究授業を通 して

以上の 3つの授業を通 してのA児の振 り返 リシ

ー トから,変容について考察する。

題材名 「レヌカさんの学び」から,

「1人 1人個性があることが,いに残つた。

また,自 分は自分の考えで生きていこうと思っ

た。意見が違 う人には,自 分の考えを言いたい。」

と自分の文化に気付きながらも,自 分を主張 した

いとい う思いが強く表れていた。

題材名 「レヌカさんの学び」から,

「日本主婦は電化製品があるか ら楽。でも ネパ

ールの主婦は大変だ と思つた。野菜を選ぶ とき

は, 日本の文化で選ぼ うと思 う。」

と異文化 を理解 しなが らも,文化の違いを認 めよ

うとしているのか, 自分の文化 を主張 しよ うとし

ているのかはよく分からなかった。

〔
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題材名 「2頭の馬」から,

「3つ の解決方法があり, 2頭 とも仲よく食べ

れるといいなと思つた。一番いい解決方法を考

えたい。独 り占めや物を取るのをちょっとして

いたので,も うやめて,ぎゃくにみんなで少 し

ずつ使いたい。」

と解決方法についてよく理解 し,それを使お うと

する姿勢が うかがえた。 さらに,自 己のこれまで

を反省 し,お互いが納得できる解決方法を選ぼ う

とする姿も見られた。 これは, 3つ の主な学習活

動をそれぞれ 「気付 く 。受けとめる 。判断する」

といつた,つなが りのあるねらいをもたせた学習

プロセスを構成することで深まりをもった学習と

な り,お互いを大切にしようとする姿が見 られて

きたのではないかと考える。

2 まとめ

これまで,外国文化の多様性に気付き,違いを

受けとめるとともに,大切にしていこうとする児

童を育成するために,参カロ型学習の手法を取 り入

れた授業の工夫を行つてきた。児童の発表や振 り

返リシー トから,

○ 多様な文化に気付 くことができるようにな

った。

○ 違いを認識 し受けとめることができるよう

になった。

という2つの成果を見とることができた。

以上のことから,国際理解教育の目指す,「異文

化や異なる文化をもつ人々を受容 し,共生するこ

とのできる態度 。能力」を育てることにも,一歩

近付 くことができたと考える。また,課題 として

は,本研究では研究授業を 3時間に設定 し取 り組

んできたが,年間を通 した研究を進めていきたい

と思 う。さらに,今回 5年生での研究となったが,

他学年及び全校の取 り組みについても研究を深め

ていきたいと思 う。

最後に,私が 日本人学校派遣での経験を国際理

解教育に生か したいと常々感 じていたが,逆に異

文化体験のない教師であっても国際理解教育を進

めるに当たつて,教師 と学習者がともに学び合い

ながら進めていこうとする参加型学習は,有用な

手だての一つだと感 じた。 しか し,小学校におい

ての実践例は少なく,参加型学習をどのようなね

らいをもたせて展開 し,教科・領域においてどの

ように取 り入れていくのかが重要であり,今後の

研究の必要性を強く感 じ,ま た今後の大きな課題

とし考えていきたいと思 う。

参考文献

① 開発教育 。国際理解教育アクションプラン

研究会『教室から地球ヘー開発教育・国際理

解教育虎の巻』東信堂 2006年

② 開発教育協会『 開発つてなあに ?』 2005年

③ 多田孝志『ユニセフによる地球学習の手引

き―新 しい視点に立った国際理解教育 (小学

校)』 教育出版 1997年

④ 土橋泰子『 レヌカの学び～自分の中の異文化

に出会う』あおもり開発教育研究会開発教育を

考える会

⑤ 日本ユニセフ協会『 ユニセフの開発のため

の教育』ユニセフ21X13年

⑥ 広島県教育センター『 参加型学習を取り入

れた国際理解教育に関する研究』2003年

⑦ 文部科学省『小学校学習指導要領解説総合

的な学習の時間編』東洋出版 2008年

⑧ 文部科学省『初等中等教育における国際教

育推進検討会報告～国際社会を生きる人材を

育成するために～』東洋出版 2005年


